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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 22日 (2006.11.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 を 保 持 す る 基 板 保 持 部 と 、
　 基 板 と 接 触 し て 基 板 の 被 処 理 面 に 通 電 さ せ る 第 １ の 電 極 と 、
　 前 記 基 板 保 持 部 に 対 向 し て 順 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 電 極 及 び 高 抵 抗 構 造 体 と 、 前 記 基 板 保
持 部 で 保 持 し た 基 板 の 被 処 理 面 に 対 峙 す る 位 置 に 配 置 さ れ た 研 磨 面 と を 有 す る 電 極 ヘ ッ ド
と 、
　 前 記 基 板 保 持 部 で 保 持 し た 基 板 の 被 処 理 面 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 に 電 解 液 を 注 入 す る
電 解 液 注 入 手 段 と 、
　 前 記 基 板 保 持 部 と 前 記 電 極 ヘ ッ ド と を 相 対 移 動 さ せ る 相 対 移 動 機 構 と 、
　 前 記 電 極 ヘ ッ ド の 研 磨 面 を 前 記 基 板 保 持 部 で 保 持 し た 基 板 に 向 け て 押 付 け る 押 圧 機 構 と
、
　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 に 電 流 の 方 向 を 選 択 的 に 切 換 え て 電 圧 を 印 加 す
る 電 源 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 解 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 研 磨 面 は 、 前 記 高 抵 抗 構 造 体 の 基 板 対 向 面 に 取 付 け た 研 磨 パ ッ ド の 露 出 表 面 に 設 け
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 解 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 研 磨 面 は 、 サ ポ ー ト で 支 持 さ れ た 研 磨 パ ッ ド の 露 出 表 面 に 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 解 処 理 装 置 。



【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 研 磨 パ ッ ド は 、 柔 軟 性 を 有 し 、 耐 久 性 の あ る 織 布 、 不 織 布 、 樹 脂 ま た は 樹 脂 発 泡 体
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 電 解 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 研 磨 面 は 、 前 記 高 抵 抗 構 造 体 の 一 部 ま た は 全 部 に 改 質 ま た は 表 面 処 理 を 施 す こ と に
よ っ て 、 前 記 高 抵 抗 構 造 体 の 下 面 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 解
処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 押 圧 機 構 は 、 ば ね 要 素 の 付 勢 力 を 介 し て 、 基 板 の 被 処 理 面 に 対 す る 押 圧 力 を 調 整 で
き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 解 処 理
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 解 液 は 、 め っ き 液 、 ま た は め っ き 液 中 に 酸 性 液 を 含 む 溶 液 か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 電 解 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 被 処 理 面 を 第 １ の 電 極 に 接 触 さ せ て 基 板 を 保 持 し 、 こ の 基 板 に 対 向 し て 高 抵 抗 構 造 体 と
第 ２ の 電 極 と を 順 に 配 置 し 、

前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 圧 を 印 加 し て 電 解 処 理 を 行 う に 際 し 、
　 前 記 第 １ の 電 極 を カ ソ ー ド 、 第 ２ の 電 極 を ア ノ ー ド と し 、 基 板 の 被 処 理 面 の 上 方 あ る い
は 下 方 に 隙 間 を 設 け 電 解 め っ き を 行 い 、
　 前 記 第 １ の 電 極 を ア ノ ー ド 、 第 ２ の 電 極 を カ ソ ー ド と し 、 基 板 の 被 処 理 面 を 研 磨 面 で 擦
り 付 け な が ら 電 解 エ ッ チ ン グ を 行 う こ と を 特 徴 と す る 電 解 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 被 処 理 面 を 第 １ の 電 極 に 接 触 さ せ て 基 板 を 保 持 し 、 こ の 基 板 に 対 向 し て 高 抵 抗 構 造 体 と
第 ２ の 電 極 と を 順 に 配 置 し 、

前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 圧 を 印 加 し て 電 解 処 理 を 行 う に 際 し 、
　 前 記 第 １ の 電 極 を カ ソ ー ド 、 第 ２ の 電 極 を ア ノ ー ド と し 、 基 板 の 被 処 理 面 に 研 磨 面 を 接
触 さ せ つ つ 電 解 め っ き を 行 い 、
　 前 記 第 １ の 電 極 を ア ノ ー ド 、 第 ２ の 電 極 を カ ソ ー ド と し 、 基 板 の 被 処 理 面 を 研 磨 面 で 擦
り 付 け な が ら 電 解 エ ッ チ ン グ を 行 う こ と を 特 徴 と す る 電 解 処 理 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 板 を 保 持 す る 基 板 保 持 部 と 、 基 板 と 接 触 し て 基 板 の 被 処 理 面 に 通 電 さ せ る 第 １ の 電 極
と 、 前 記 基 板 保 持 部 の 上 方 に 上 下 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 電 極 と 高 抵 抗 構 造 体 と を そ れ ぞ れ 有
す る 第 １ 及 び 第 ２ の 電 極 ヘ ッ ド と 、 性 質 の 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 電 解 液 を 個 別 に 保 持 す る
電 解 液 ト レ ー を 有 し 、 前 記 基 板 保 持 部 で 保 持 し た 基 板 の 被 処 理 面 に 、 前 記 第 １ の 電 解 液 と
前 記 第 １ の 電 極 ヘ ッ ド を 使 用 し た 第 １ の 電 解 処 理 と 、 前 記 第 ２ の 電 解 液 と 前 記 第 ２ の 電 極
ヘ ッ ド を 使 用 し た 第 ２ の 電 解 処 理 を 行 う 。
　 こ れ に よ り 、 基 板 を 搬 送 す る こ と な く 、 基 板 保 持 部 で 基 板 を 保 持 し た 状 態 の ま ま で 、 第
１ の 電 解 液 を 使 用 し た 第 １ の 電 解 処 理 と 、 第 ２ の 電 解 液 を 使 用 し た 第 ２ の 電 解 処 理 を 連 続
し て 行 う こ と が で き る 。
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【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 記 第 １ の 電 極 ヘ ッ ド 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 ヘ ッ ド の 少 な く と も 一 方 は 、 前 記 基 板 保 持 部
で 保 持 し た 基 板 の 被 処 理 面 に 対 峙 す る 位 置 に 配 置 さ れ た 研 磨 面 と 、 前 記 研 磨 面 を 前 記 基 板
保 持 部 で 保 持 し た 基 板 に 向 け て 押 付 け る 押 圧 機 構 と を 更 に 有 す る こ と 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 記 第 １ の 電 極 ヘ ッ ド と 前 記 第 ２ の 電 極 ヘ ッ ド は 、 単 一 の 共 通 し た 電 極 ヘ ッ ド で 構 成 さ
れ て 。
　 こ の よ う に 、 第 １ の 電 極 ヘ ッ ド と 第 ２ の 電 極 ヘ ッ ド を 共 通 化 す る こ と で 、 構 造 の 簡 素 化
を 図 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 記 第 １ 及 び 第 ２ の 電 解 液 は 、 組 成 の 異 な る め っ き 液 で 。
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 第 １ の 電 解 液 と し て 、 埋 込 み 性 に 優 れ た 、 硫 酸 銅 濃 度 が 高 く 硫 酸
濃 度 が 低 い め っ き 液 を 使 用 し 、 第 ２ の 電 解 液 と し て 、 め っ き 膜 の 平 坦 性 に 優 れ た 、 硫 酸 銅
濃 度 が 低 く 硫 酸 濃 度 が 高 い め っ き 液 を 使 用 す る こ と で 、 特 性 の 異 な る ２ 種 類 の め っ き 液 を
用 い た め っ き を 、 基 板 保 持 部 で 基 板 を 保 持 し た ま ま 連 続 し て 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 記 第 １ 及 び 第 ２ の 電 解 液 の 少 な く と も 一 方 は 、 エ ッ チ ン グ 液 で 。
　 こ れ に よ り 、 め っ き 処 理 と エ ッ チ ン グ 処 理 、 ま た は 異 な る 電 解 液 （ エ ッ チ ン グ 液 ） を 使
用 し た エ ッ チ ン グ 処 理 を 、 基 板 保 持 部 で 基 板 を 保 持 し た ま ま 連 続 し て 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 被 処 理 面 を 第 １ の 電 極 に 接 触 さ せ て 基 板 を 保 持 し 、 こ の 基 板
に 対 向 し て 高 抵 抗 構 造 体 と 第 ２ の 電 極 と を 順 に 配 置 し 、

前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 圧 を 印 加 し て 電
解 処 理 を 行 う に 際 し 、 前 記 第 １ の 電 極 を カ ソ ー ド 、 第 ２ の 電 極 を ア ノ ー ド と し 、 基 板 の 被
処 理 面 の 上 方 あ る い は 下 方 に 隙 間 を 設 け 電 解 め っ き を
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行 い 、 前 記 第 １ の 電 極 を ア ノ ー ド 、 第 ２ の 電 極 を カ ソ ー ド と し 、 基 板 の 被 処 理 面 を 研 磨 面
で 擦 り 付 け な が ら 電 解 エ ッ チ ン グ を 行 う こ と を 特 徴 と す る 電 解 処 理 方 法 で あ
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 被 処 理 面 を 第 １ の 電 極 に 接 触 さ せ て 基 板 を 保 持 し 、 こ の 基 板
に 対 向 し て 高 抵 抗 構 造 体 と 第 ２ の 電 極 と を 順 に 配 置 し 、

前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 圧 を 印 加 し て 電
解 処 理 を 行 う に 際 し 、 前 記 第 １ の 電 極 を カ ソ ー ド 、 第 ２ の 電 極 を ア ノ ー ド と し 、 基 板 の 被
処 理 面 に 研 磨 面 を 接 触 さ せ つ つ 電 解 め っ き を 行 い 、 前 記 第 １ の 電 極 を ア ノ ー ド 、 第 ２ の 電
極 を カ ソ ー ド と し 、 基 板 の 被 処 理 面 を 研 磨 面 で 擦 り 付 け な が ら 電 解 エ ッ チ ン グ を 行 う こ と
を 特 徴 と す る 電 解 処 理 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 処 理 面 に 第 １ の 電 極 を 接 触 さ せ て 基 板 を 保 持 し 、 前 記 基 板 に 対 向 し て 高 抵 抗 構 造 体 と
第 ２ の 電 極 と を 順 に 配 置 し 、

前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 圧 を 印 加 し て 第 １ の 電 解 処 理 を 行 い
、 前 記 基 板 に 対 向 し て 高 抵 抗 構 造 体 と 第 ２ の 電 極 と を 順 に 配 置 し 、

前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間
圧 を 印 加 し て 第 ２ の 電 解 処 理 を 行 う 。

【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 記 第 １ の 電 解 処 理 及 び 第 ２ の 電 解 処 理 は 、 電 解 液 と し て 異 な る 組 成 の め っ き 液
を 使 用 し た め っ き 処 理 で あ
　 記 第 １ の 電 解 処 理 及 び 第 ２ の 電 解 処 理 の 少 な く と も 一 方 は 、 電 解 液 と し て エ ッ チ ン グ
液 を 使 用 し た エ ッ チ ン グ 処 理 で 。

(4) JP 2004-197220 A5 2007.1.18

る 。

９
基 板 の 被 処 理 面 と 前 記 第 ２ の 電 極

と の 間 を 電 解 液 で 満 た し つ つ に 電

被
基 板 の 被 処 理 面 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 を 第 １ の 電 解 液 で 満

た し つ つ に 電
基 板 の 被 処 理 面 と 前 記

第 ２ の 電 極 と の 間 を 第 ２ の 電 解 液 で 満 た し つ つ に
電 よ う に し て も よ い

前 例 え ば
る 。

前
あ っ て も よ い
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